
削減対象 東京大学自身のCO2排出量

実施期間 2007-2012年 自主目標に活用予定

削減努力 間伐推進によるCO2吸収量の増大

削減量 2,379 t-CO2

クレジットの種類及
びプロジェクト名称

ｵﾌｾｯﾄ・ｸﾚｼﾞｯﾄ（J-VER）
間伐促進型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

無効化日 未定

東京大学演習林は、森林・林業の実践的研究・教育の場とし
て全国7ヶ所に合計約32,000haの地方演習林を擁している他、
森林生態圏管理学協力大講座として大学院学生の指導・教育
にもあたっています。
全演習林のうち要件を満たす5演習林で、間伐促進型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ
ﾄを先導的に進めることで、同様の演習林を保有する国立大学
への波及効果を含め、制度全般の普及・拡大に繋げたいと考
えています。

千葉演習林での取り組みをﾊﾟｲﾛｯﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとして申請し、大
学演習林として初めて登録され,順次残りの4演習林を登録し、
演習林全体として低炭素社会の実現に貢献しています。 ■

東京大学は自らの行動によって、ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙな社会の実現に向けた道筋を作りたいと考え「東
大ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙｷｬﾝﾊﾟｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（TSCP）」を全学ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとして立ち上げています。活動の一環とし
て、大学が保有する演習林での間伐推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを進めています。
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